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報告第１号 

総  務  課 

高等学校等教育改革促進事業の改革先導校について 

１ 改革先導校概要 

以下のとおり改革先導校を選定 

類 型 
アドバンスト・エッセン

シャルワーカー等育成支援
理数系人材育成支援 

多様な学習ニーズに対応

した教育機会の確保 

校 名 
江津地域新設校 

（江津・江津工業高校） 
松江北高校 宍道高校 

選定理由 

県西部に位置し、専門

高校の学びと普通科高校

の学びを融合した取組が

可能 

県内大学理系学部との

連携が得られる理数科を

有する大規模普通科高校

であり、新たな学びの取

組が可能 

多様な学びのニーズに

対応している定時制、通

信制の独立校であり、遠

隔授業の配信などの取組

が可能 

コンセプト 

地域産業等を担うこと

ができる専門性豊かな工

業人材育成の拠点 

知の最前線を追求し、

新たな知を創造する理数

系人材育成の拠点 

学びを自らデザインで

きる人材の育成の拠点 

取組概要 

① 新設校の新たな学科

の設置（機械・電気・建

築に加え、都市工学系）

に合わせ、実習棟の整

備や実習設備の導入 

② 地元企業等と連携

し、探究学習や、地域の

子どもへものづくりに

関するキャリア教育を

実施 

① 松江北高生徒のみな

らず、他校の高校生も

体験・学習・研究できる

理数系教育の拠点整備 

② 文理横断のカリキュ

ラムの導入検討 

③ 医学部との連携を基

にしたメディカルプロ

グラムの実施 

④ 日本のみならず、世

界の理数系人材との交

流 

① 多様な科目開設、習

熟度別授業を実施する

遠隔授業拠点を整備 

② 日本語指導を必要と

する生徒や不登校傾向

の生徒など教育上の配

慮が必要な生徒への学

びの環境整備 

申請規模

（予定） 
７億円～ ７億円～ ６億円～ 

※ 今後、申請に当たって修正が生じる場合がある。

２ 国への申請期限 

令和８年５月15日 
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報告第２号 

学校企画課 

教員不足の状況と対策について 

１ 公立学校における欠員状況 

⑴ 令和８年４月１日現在の欠員は、全体で 37 人（Ｒ７：64 人）。

⑵ 学級担任に欠員はない（小・中・高・特支）。

⑶ 学校単位で教員不在教科はない（中・高・特支）。

令和８年４月１日現在[速報値]、（ ）は令和７年４月１日の数値 

１年期限付き任用 
短期任用 

（産休・育休代替等） 
計 

【参考】 

配置必要数 

小学校 
２人 

（10 人） 

５人 

（11 人） 

７人 

（21 人） 

3,103 人 

(3,125 人) 

中学校 
２人 

（15 人） 

４人 

（６人） 

６人 

（21 人） 

1,873 人 

(1,876 人) 

高等学校 
11 人 

（12 人） 

６人 

（５人） 

17 人 

（17 人） 

1,550 人 

(1,559 人) 

特別支援学校 
１人 

（１人） 

６人 

（４人） 

７人 

（５人） 

960 人 

(955 人) 

計 
16 人 

（38 人） 

21 人 

（26 人） 

37 人 

（64 人） 

7,486 人 

(7,515 人) 

（注） 配置必要数には、県単独の加配を含む。 

２ 欠員ゼロに向けた対応（主なもの）[別紙２]参照 

① 教員採用試験の見直し（Ｕ・Ｉターン、新卒者、他業種からの転職など）

・ 一般選考試験の前倒し実施（５月に１次試験、６～７月に２次試験）【Ｒ７～】 

→ 受験者数の増加 Ｒ７：1,070名（Ｒ６より111名増加）

・ Ｕ・Ｉターンを考える他県現職教員等を対象とした「特別選考試験」の実施【Ｒ

４～】 

→ Ｒ４～Ｒ６（３年間）：48名採用

Ｒ７：24名採用

・ 県内大学の学長推薦による「島根創生特別枠」による選考の実施【Ｒ５～】
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・ 県外連携大学の学長推薦による「島根連携特別枠」による選考の実施【Ｒ８～】 

② 教員志望者の裾野拡大（高校生・大学生及び免許保持者へのアプローチ）

・ 高校生対象「教員志望セミナー（教師塾）」【Ｒ３～】の拡充（拠点校６校＋推

進校10校） 

→ Ｒ７：集合型研修に延べ173名参加（Ｒ６より60名増加）

・ 県内外大学１、２年生の学校体験・実習の実施【Ｒ５～】

→ 県内大学生対象「学校職場体験５days」

 Ｒ７：延べ50名参加（Ｒ６より25名増加） 

ＩＰＵ環太平洋大学アウトリーチ教育実習 

Ｒ７：45名参加 Ｒ６：63名参加 Ｒ５：72名参加 

※同大学新卒者のＲ７実施教員採用試験出願者数：31名（Ｒ６より23名

増加）

広島文教大学観察実習 

Ｒ７：69名参加 Ｒ６：92名参加 

・ 教職を一旦離職した者等を対象とした「プレティーチャーセミナー」【Ｒ４～】 

③ 募集広報・教職の魅力発信強化

④ 相談・サポート体制強化（新規採用者等の定着促進、離職防止）

・ スクールロイヤー、教員サポーターの配置

・ スクールカウンセラーの配置拡充
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【参考】関連データ 

※ ①～③は５月１日現在の数値（Ｒ８は見込み）、④は年度末時点、⑤⑧⑨は４月１日時点の数値

（参考）少人数学級編制の変遷 

Ｈ15：小１ 30人学級導入 

Ｈ16：小２ 30人学級導入 

Ｈ26：小３・小４・中１ 35人学級導入 

Ｈ27：小５・中２ 35人学級導入 

Ｈ28：小６・中３ 35人学級導入 

Ｒ３：小２ 32人学級、中３ 38人学級に変更 

Ｒ４：中２ 38人学級に変更 

※国学級編制基準変更（35人）

別紙１ 

Ｈ23 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
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処遇改善
常勤講師の給料表上の適用制限撤廃、退職手当支給（R2～）
非常勤講師の期末・勤勉手当支給（期末R2～、勤勉R6～）
再任用者の期末・勤勉手当支給月数引上げ（R8～）

R5～R7
削減
事務振替

しまねの教員確保プランの全体像

R4～
再任用管理職、
再任用指導主事・
社会教育主事の拡大
R6～
特例任用
定年前再任用短時間
(暫定再任用短時間）

※採用試験倍率は年々低下 R7:2.7倍
※新規採用の３～４割は常勤講師

R7新規再任用率
67.3％(R5:49.5％)

常勤講師・非常勤講師 他県で定年退職した教員

他
県
で
働
く
現
職
教
員
・
退
職
教
員

正規教員は計画通り採用で
きても、常勤講師のなり手
が県内の教育界では大幅に
不足しているのが、教員不
足の正体

新卒者のほか
①他県教員（現職・退職者）
②若手免許保持者で異業種
に就職した者

がターゲット

異業種へ就職した者市
町
村
教
育
委
員
会

R4～
再任用者の拡大
業務見直し

R5～R7
割愛削減

事務職員
に振替

R4～プレティーチャー
セミナー
R5～採用試験民間企業等
経験者への加点

R6～採用試験社会人枠
拡大（中学）

R4～
Ｕターン・Ｉターン
フェア（年２回）

学 校

市町村で事務
職員に振替

島
大
教
育
学
部
附
属
義
務
教
育
学
校

鳥取県からも
島大附属に割愛派遣
配置適正化による削減

本
庁
・
教
育
事
務
所
・
教
育
セ
ン
タ
ー
・
社
会
教
育
施
設

R5～R7
割愛削減
派遣削減

大学生 ※島大教育学部の教員就職率(64.0%)
（島根県教員就職率34.6%）R7年度

高校生

R4～
特別選考試験【5月と10月実施】
※面接試験のみ

R4…27名受験、14名採用
（Uﾀｰﾝ8名、Iﾀｰﾝ5名、その他1名）
R5…26名受験、13名採用

（Uﾀｰﾝ4名、Iﾀｰﾝ7名、その他2名）
R6…32名受験、21名採用

（Uﾀｰﾝ6名、Iﾀｰﾝ14名、その他1名）
R7…46名受験、 24名採用

（Uﾀｰﾝ11名、Iﾀｰﾝ10名、その他3名）

大学との連携強化 R5～
県内２大学１・２年生学校
体験（５日間）

R5:13名、R6:25名、R7:50名
環太平洋大学２年生(３日間）

R5:72名、R6:63名、R7:45名
広島文教大学(１日間）

R6:92名、R7:69名
R7～採用試験前倒し実施教員志望セミナー｢島大教師塾｣「県立大まなゼミ」拡充

島大教師塾（集合型）R6:8校113名、R7:13校173名

別紙２

8



令和９年度（令和８年度実施） 島根県公立学校教員採用候補者「特別選
考試験」の出願状況について 

１ 試験の目的 

30～40歳代の中堅層の不足等を踏まえ、即戦力となる人材を早期に確保するため。 

２ 出願資格 

次の⑴又は⑵のいずれかで、出願する校種・職種の教員免許状を所有している者 

⑴ 島根県外の国公私立学校で正規教員として３年以上勤務している者（現職に限る）

⑵ 過去10年以内に、島根県内外の国公私立学校で正規教員として３年以上勤務してい

た者

３ 選考試験 

⑴ 試験内容、試験日及び会場

⑵ 面接方法

１回40分程度の面接を２回実施

４ 出願状況 

⑴ 校種別出願者数等

区 分 出願者数 

【参考】 

R7.5実施 

特別選考試験 

出願者数 

小学校教諭 ８名 ４名 

中学校教諭 ７名 ９名 

高等学校教諭 23名 24名 

特別支援学校教諭 ２名 ２名 

合 計 40名 39名 

⑵ 出願資格別出願者数

・県外正規現職教員（上記２⑴）：22名

・過去正規教員経験者（上記２⑵）：18名

試験内容 試 験 日 会 場 

個人面接 令和８年５月３日(日・祝) 
島根県職員会館 

島根県教育センター、自治研修所 

報 告 第 ３ 号 

学 校 企 画課 
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令和９年度（令和８年度実施）島根県公立学校教員採用候補者「一般選考試験」の出願

状況について 

１ 出願状況 

⑴ 全体の状況

出願者数は、1,098名※（昨年度1,174名） 倍率は、2.9倍（昨年度3.3倍）

（会場別内訳：県内 623名（昨年度656名）、大阪 361名（昨年度384名）、東京 34名（昨年度

62名）、福岡 46名（昨年度39名）、全免除 34名（昨年度33名）） 

※ 出願者数は、併願者の第１志望及び第２志望ともに計上（併願者数 42名（昨年度31名））

⑵ 出願者数と倍率 ※ （ ）は昨年度 

※１ 島根創生特別枠の出願者数26名、島根連携特別枠８名を含む。

※２ すべての校種・職種で募集。出願する校種・職種に含む。

⑶ 特別枠出願者数の内訳 ※ （ ）は昨年度 

特別枠 校種・職種等 採用予定者数 出願者数 

島根 

創生 

特別枠 

小学校教諭 

全県 

20名程度 
※一般枠の募集人数に含む 

（20名程度） 

９名 (10名) 

数理全県 １名 (０名) 

英語全県 ０名 (０名) 

特別支援教育担当 ０名 (０名) 

中学校教諭 

全県 

国語、社会、数学、理

科、英語、音楽、美術、

保健体育、技術、家庭 

15名程度 
※各教科の募集人数は１～

２名程度

※一般枠の募集人数に含む

（15名程度）

15名 (７名) 

特別支援 

教育担当 

国語、社会、数学、理

科、英語、音楽、美術、

保健体育、技術、家庭 

０名 (０名) 

特別支援学校教諭 

小学部、中学部（技術）、中学・

高等部（全教科）、高等部（情報） 

【中学部・高等部を追加】 

５名程度 
※一般枠の募集人数に含む 

（３名程度） 
１名 (参考２名)

 項目 

校種･職種 
採用予定者数 出願者数 増減 倍率 

小学校教諭※１ 150名程度 (150名程度) 323名 (342名) ▲19名 2.2 (2.3) 

中学校教諭※１ 140名程度 (130名程度) 295名 (318名) ▲23名 2.1 (2.4) 

高等学校教諭 42名程度 (40名程度) 264名 (292名) ▲28名 6.3 (7.3) 

特別支援学校教諭※１ 28名程度 (25名程度) 38名 (44名) ▲６名 1.4 (1.8) 

養護教諭 10名程度 (10名程度) 151名 (145名) ６名 15.1 (14.5) 

栄養教諭 １名程度 (２名程度) 26名 (29名) ▲３名 26.0 (14.5) 

障がいのある方を対

象とした募集※２ 
３名程度 (３名程度) 〔3名〕 (２名) １名

島根かみあり国スポ

競技力向上枠 
１名 （若干名） 1名 (４名) ▲３名

オリンピアン等対象ト

ップアスリート特別枠
若干名 （－） ０名  （０名） － 

合計 375名程度 (360名程度) 1,098名 (1,174名) ▲76名 2.9 (3.3) 

報 告 第 ４ 号 

学 校 企 画 課 
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島根 

連携 

特別枠 
【新規】

小学校教諭 

全県 

10名程度 
※一般枠の募集人数に含む 

（－名）

８名 

数理全県 ０名 

英語全県 ０名 

特別支援教育担当 ０名 

中学校教諭 

全県 国語、社会、数学、理

科、英語、音楽、美術、

保健体育、技術、家庭 

０名 

特別支援 

教育担当 
０名 

特別支援学校教諭 
小学部、中学部（技術）、中学・

高等部（全教科）、高等部（情報） 
０名 

島根かみ

あり国ス

ポ競技力 

向上枠※１ 

高等学校教諭 
【中学校、特別

支援学校の募集

枠無し】 

全県 保健体育 

１名 
※一般枠の募集人数に含ま

ない

（若干名）

１名 (３名) 
（他特支

１名） 

オリン 

ピアン 

等対象 

トップ 

アスリ 

ート特 

別枠 

小学校教諭 全県 

若干名 
※一般枠の募集人数に含ま

ない

０名 （０名） 

中学校教諭 全県 
保健体育 

０名 （０名） 

高等学校教諭 全県 ０名 （０名） 

特別支援学校教諭 
小学部 ０名 （０名） 

中学・高等部 保健体育 ０名 （０名） 

※１ 対象競技は、相撲

⑷ 併願者数 ※ （ ）は昨年度 

第１志望 第２志望(併願先) 出願者数 

ア 中学校教諭(全募集区分・教科) 小学校教諭(全募集区分) 30名 (19名) 

イ 
中学校教諭(全募集区分・教科) 

【全募集区分・教科に拡大】 

中学校教諭(美術、技術、家庭) 

【※美術を追加】 
０名 (参考０名)

ウ 高等学校教諭(全募集区分・教科) 小学校教諭(全募集区分) ４名 (４名) 

エ 高等学校教諭(情報受験者以外) 高等学校教諭(情報) ３名 (５名) 

オ 高等学校教諭(全募集区分・教科)
特別支援学校教諭(中学部、中

学・高等部、高等部) 
３名 (１名) 

カ 
特別支援学校教諭(中学部、中

学・高等部、高等部) 
特別支援学校教諭(小学部) １名 (２名) 

キ 養護教諭 小学校教諭(全募集区分) １名 (－名) 

ク 栄養教諭 中学校教諭(家庭) ０名 (－名) 

⑸ 島根独自の特色ある採用への出願状況 ※ 上記⑵の内数、（ ）は昨年度 

募集区分等 校種・職種 採用予定者 出願者数 

小学校の算数・理科分野で高い専門性を持つ者 小学校 
10名程度 
（12名程度） 

５名 (５名) 

小学校英語教育のリーダー的役割を担う教員 小学校 
10名程度 
（10名程度） 

５名 (８名) 
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小学校の特別支援教育担当 小学校 若干名 ６名 (４名) 

中学校の特別支援教育担当 中学校 若干名 ６名 (８名) 

石見地域・隠岐地域限定採用 

小学校 
20名程度 
（20名程度） 

【R9石見地域のみ】

16名 
(参考10

名) 

中学校 
23名程度 
（23名程度） 

23名 (27名) 

高等学校 
若干名 

（若干名） 
※隠岐地域のみ

０名 (３名) 

県外国公私立学校現職教員への特例 

（第１次試験全免除） 
小・中・特 ― ９名 (10名) 

前年度第２次試験Ａ評価者等への特例 

（第１次試験全免除） 
全校種・職種 ― ９名 (６名) 

前年度第２次試験「繰り上げ登載候補者」のうち名簿 

登載にならなかった者への特例 

（第１次試験全免除） 

全校種・職種 ― 16名 (17名) 

常勤講師等経験者のうち前年度第２次試験受験対象者 

への特例 

（第１次試験一部免除及び加点） 

全校種・職種 ― 106名 (125名) 

石見地域・隠岐地域の限定受験者のうち、市町村教育 

委員会教育長から推薦された者への特例（第１次試験一

部免除及び加点） 

小・中 

地域限定 
― ２名 (１名) 

国公私立学校正規教員経験者への特例 

（第１次試験一部免除及び加点） 
小・中・特 ― ７名 (５名) 

県外国公私立学校現職教員への特例 

（第１次試験加点） 
高・養・栄 ― ９名 (８名) 

国公私立学校正規教員経験者への特例 

（第１次試験加点） 
高・養・栄 ― ２名 (５名) 

常勤講師等への特例 

（第１次試験加点） 
全校種・職種 ― 113名 (90名) 

非常勤講師等への特例 

（第１次試験加点） 
全校種・職種 ― ４名 (４名) 

第84回国民スポーツ大会に向けた指導者等への特例 

（第１次試験加点） 
全校種・職種 ― 13名 (４名) 

２ 試験内容等 

⑴ 第１次試験

① 内容等

試験内容 期日 会場 

教職教養試験 

専門教養試験 

論述試験 

５月９日(土) 

松江会場：くにびきメッセ 

大阪会場：CIVI研修センター新大阪東 

東京会場：都道府県会館 

福岡会場：TKP博多駅筑紫口ビジネスセンター 

② 結果の通知

令和８年５月27日(水) 午前９時に教員採用試験受験等申込みシステムのマイページで通知する。
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⑵ 第２次試験

① 内容等

試験内容 期日 会場 

個人面接（模擬授業等・場面指導含む） 

実技 

６月21日

(日) 

～ 

７月７日

(火) 

【県内】 

松江市民活動センター 

くにびきメッセ、島根県職員会館 

【県外】※小学校及び特別支援学校専願受験者のみ 

大阪会場：TKP新大阪ビジネスセンター  

東京会場：都道府県会館 

※ 模擬授業等課題を受験者に通知

※ 追試験は７月18日（土）に実施

（対象）感染症や災害などやむを得ない事情により第２次試験を受験できなかった者

② 結果の通知

令和８年８月５日(水)午前９時に教員採用試験受験等申込みシステムのマイページで通知する。

※ 第２次試験不合格者のうち、若干名を繰り上げ登載候補者として通知。名簿登載者の辞退等により

採用予定者数に満たない場合には、繰り上げ登載候補者を名簿に登載する。 
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報 告 第 ５ 号 

学 校 教 育 課 

令和８年度島根県公立高等学校入学者選抜一般選抜学力検査について  

１ 学力検査結果の概要  

本概要は、令和８年３月４日に実施した学力検査における受検生の解答と得

点状況を総括し、受検生の学力の傾向を示している。なお、過去の平均点や得

点状況のデータも参考として掲載しているが、年度により問題の内容が異なる

ため、単純に経年比較することはできない。  

【全般】 

 本検査は、中学校学習指導要領に沿って、日頃の学習で積み上げられた基礎

学力を測るものであるとともに、問題作成にあたっては、知識及び技能に加え

て、思考力、判断力、表現力等を問う問題を重視した。  

学力検査結果全般から読み取れる学力の傾向は次のとおりである。  

①基礎的・基本的な事項については概ね定着している。

②文章や図表を正確に読み取ったうえで何が問われているかを正確に把

握し、複数の知識及び技能を相互に関連付けて活用する力や、適切に表

現する力に課題がある。

【国語】 

知識及び技能に関しては、漢字の読み問題の正答率が高く、基本的な知識が

定着している様子がうかがえる。思考力、判断力、表現力等のうち「読むこと」

では、複数の文章から適切な情報を得たり、登場人物の言動の意味を読み取っ

たりすることを苦手とする傾向が見られた。「書くこと」では、目的に応じて

複数の資料を適切に引用し、意見文を書く問いを出題したが、条件を満たしつ

つ指定の字数でまとまった意見を述べることのできた答案が少なかった。内容

を検討し、的確に記述する力が不十分であると考える。ただ、過去３年と比べ

て問題全体の無解答率は減少しており、粘り強く解答しようとする様子がうか

がえた。論理的に考え、情報を整理しながら適切に表現する力の育成が望まれ

る。  

【社会】 

基礎的・基本的な事項を問う問題については正答率が比較的高いことから、

三分野それぞれについての基礎的・基本的な知識及び技能は概ね身に付いてい

ると考えられる。一方、複数の資料を関連付けて考える問題や、考えたことを

決められた字数内で表現する問題については正答率が低かった。習得した概念

的知識や資料活用の技能を用いて、社会的事象を多面的・多角的に考察し、考

えたことや判断したことを定められた条件のもとで適切に表現する力の育成

が望まれる。  
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【数学】 

基礎的・基本的な知識及び技能の定着は概ね良好である。全体として無解答

率が低く、粘り強く取り組む姿勢が見られる。また、具体例から規則性を見い

だそうとするなど、数学的な見方・考え方を働かせている状況もうかがえる。

一方で、事象を論理的に考察し文字式を用いて説明する問題や、複数領域を融

合させた問題の正答率は低かった。今後は、数学的な表現を用いて思考過程を

論理的に説明する力や、既習事項を統合的・発展的に活用して課題を解決する

力の育成が求められる。  

【理科】 

全般的に知識及び技能を問う問題は、正答率が高く無解答率が低いこと

から、基礎的・基本的な事項はよく身に付いているといえる。一方、思考

力、判断力、表現力等を問う問題は、特に観察・実験の結果を正しく読み

取り考察して解答を導く問題で正答率が低く無解答率が高かった。探究の

過程を通して、理科の見方・考え方を働かせながら習得した知識や技能を

もとに、観察・実験等の結果を論理的に考察したり、導き出した考えを正

しく説明したりする力の育成が望まれる。  

【英語】 

必要な情報を聞き取ったり読み取ったりする問題では、英文の中に解答と直

結する表現がある問題の正答率は概ね高かった。一方で、複数の情報を組み合

わせて判断する問題では総じて正答率が低かった。また、会話の流れや場面設

定を的確に把握した上で表現する問題では、つながりが不自然であったり、条

件に合わなかったりする解答が多く見られたほか、無解答率も高かった。目的

や場面、状況などを設定した幅広い言語活動の中で、自由に使える語彙を定着

させながら、複数の技能を効果的に統合して活用する力の育成が望まれる。  

２ 学力検査得点状況について  

⑴ 平均点・標準偏差

年度
教科 平均点  標準偏差 平均点  標準偏差 平均点  標準偏差

国語 26.5 6.9 25.4 7.6 28.5 8.8

社会 26.6 8.5 26.9 9.4 27.4 9.6

数学 25.5 10.8 22.1 10.2 26.8 10.9

理科 25.5 9.8 25.2 9.6 25.2 9.5

英語 20.7 11.9 25.8 11.7 27.3 11.6

総得点 124.6 42.6 125.3 43.1 135.1 45.6

※各教科50点満点、総得点250点満点

※標準偏差…得点の散らばり具合を数値で表したもの。大きい値であれば幅広い得点分布となり、

　小さい値であれば平均点付近に集中した分布となる。

令和6年度令和8年度 令和7年度
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⑵ 総得点分布

⑶ 得点分布

年度
得点 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

220点以上 6 0.2% 5 0.2% 35 1.0%
200～219 66 2.7% 82 3.2% 246 7.1%
180～199 191 7.8% 223 8.6% 378 10.9%
160～179 312 12.7% 318 12.3% 486 14.1%
140～159 364 14.9% 397 15.4% 500 14.5%
120～139 393 16.0% 389 15.0% 523 15.1%
100～119 371 15.1% 401 15.5% 487 14.1%
　80～ 99 340 13.9% 331 12.8% 346 10.0%
　60～ 79 237 9.7% 271 10.5% 267 7.7%
　60未満 169 6.9% 168 6.5% 191 5.5%

計 2449 2585 3459

令和6年度令和8年度 令和7年度
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⑷ 各教科を担当する教員の学力検査に対する意識調査結果

３ 今後の予定 

 ６月に、「令和８年度島根県公立高等学校入学者選抜の結果と分析」を作成し、 

県内中学校、高等学校等へ周知する。  

　（中学校等 95校　高校 39校）

内容の程度 問題の分量
もっと もっと

ほぼ適当 多い ほぼ適当 少ない
下げる 上げる

中学校 8.4% 86.3% 5.3% 18.9% 81.1% 0.0%

国語
高校 28.2% 71.8% 0.0% 48.7% 51.3% 0.0%

中学校 3.2% 86.3% 10.5% 1.1% 94.7% 4.2%

社会
高校 5.1% 92.3% 2.6% 0.0% 100.0% 0.0%

中学校 3.2% 84.2% 12.6% 4.2% 95.8% 0.0%

数学
高校 5.1% 94.9% 0.0% 5.1% 94.9% 0.0%

中学校 0.0% 87.4% 12.6% 1.1% 98.9% 0.0%

理科
高校 10.3% 89.7% 0.0% 2.6% 97.4% 0.0%

中学校 4.2% 91.6% 4.2% 11.6% 87.4% 1.0%

英語
高校 23.1% 76.9% 0.0% 20.5% 79.5% 0.0%

教　科 校　種
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１　審議会の担任事務 ＜島根県附属機関設置条例＞

     教育委員会の諮問に応じ、生徒指導上の諸問題に関し必要な事項を調査審議すること

２　委員の構成 ＜島根県生徒指導審議会規則第２条第２項＞

(1) 学識経験のある者

(2) 弁護士、医師その他の関係する資格を有する者

(3) 前２号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認める者

３　委員

区分 氏　名 職名等 備考

第１号
（有識者）

河添　達也 島根大学名誉教授

高野　陽太郎 弁護士 新任

富澤　治 医師

西留　太郎 臨床心理士・公認心理師

松本　潤子 社会福祉士 新任

繁浪　均 人権擁護委員

藤原　寛 元公立小学校長

五明田　典子 元公立中学校長

倉崎　千草 元県立学校長

上田　いずみ 元県警職員 新任

４　任期

　　令和８年４月１日から令和10年３月31日まで

第３号
（必要と認め

る者）

第２号
（医師、
弁護士等
有資格者）

島根県生徒指導審議会委員の委嘱について

報 告 第 ６ 号

学 校 教 育 課
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報 告 第 ７ 号 

学 校 教 育 課 

特別支援教育課 

令和８年３月公立高校及び特別支援学校高等部卒業者の進路状況について 

１ 令和８年３月公立高校卒業者の進路状況（県立及び市立の全日制並びに県立の定時制） 

⑴ 進路状況の年度別推移
各年度３月末日現在 

※諸事情による未定者は除く。

⑵ 進学の状況
（ ）内の数値は令和７年３月末日の数値 

県 内 県 外 合 計 県 内 県 外 全 体

457 561 1,018 44.9% 55.1% 32.4%

(485) (574) (1,059) (45.8%) (54.2%) (33.4%)

1,064 1,064 100.0% 33.9%

(1,063) (1,063) (100.0%) (33.5%)

457 1,625 2,082 22.0% 78.0% 66.3%

(485) (1,637) (2,122) (22.9%) (77.1%) (66.9%)

60 8 68 88.2% 11.8% 2.2%

(67) (5) (72) (93.1%) (6.9%) (2.3%)

11 63 74 14.9% 85.1% 2.4%

(13) (76) (89) (14.6%) (85.4%) (2.8%)

71 71 142 50.0% 50.0% 4.5%

(80) (81) (161) (49.7%) (50.3%) (5.1%)

339 478 817 41.5% 58.5% 26.0%

(379) (415) (794) (47.7%) (52.3%) (25.0%)

82 17 99 82.8% 17.2% 3.2%

(79) (14) (93) (84.9%) (15.1%) (2.9%)

949 2,191 3,140 30.2% 69.8% 100.0%

(1,023) (2,147) (3,170) (32.3%) (67.7%) (100.0%)

その他（高専編入・留学・公共
職業能力開発施設）

合    計

計

短期大学

国公立

私  立

計

専修学校

四年制大学

国公立

私  立

進学区分
人  数 割  合

県  内 県  外 県  内 県  外 県  内 県  外

973人 2,097人 668人 144人 1,641人 2,241人

31.7% 68.3% 82.3% 17.7% 42.3% 57.7%

1,023人 2,147人 634人 183人 1,657人 2,330人

32.3% 67.7% 77.6% 22.4% 41.6% 58.4%

949人 2,191人 662人 194人 1,611人 2,385人

30.2% 69.8% 77.3% 22.7% 40.3% 59.7%

　256人
進学236人
就職  20人

Ｒ６ 4,239人
3,170人

(74.8%)
817人

(19.3%)
　3,987人

　229人
進学213人
就職  16人

Ｒ７ 4,285人
3,140人

(73.3%)
856人

(20.0%)
　3,996人

　212人
進学199人
就職  13人

Ｒ５ 4,119人
3,070人

(74.5%)
812人

(19.7%)
　3,882人

未定※年度
卒業
者数

進学 就職
 進学
 就職 計
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⑶ 就職の状況
各年度３月末日現在 

【参考】 

１ 就職内定率等の推移 

２ 高校所在地域別内定者の県内割合推移 

（Ｒ８年３月卒業者高校所在地域別県内内定者数） 

東部 486 人(対前年＋24 人) 西部 161 人(対前年＋５人) 隠岐 15 人（対前年△１人） 

県内 県外 小計 県内 県外 小計

Ｒ５ 4,119 678 147 825 20.0% 668 144 812 98.4% 13

Ｒ６ 4,239 649 184 833 19.7% 634 183 817 98.1% 16

Ｒ７ 4,285 681 195 876 20.4% 662 194 856 97.7% 20

未内定
者数（人）

年度 卒業者数

就職希望者数(人)
就職希望者

の割合

就職内定者数(人)

内定率
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（単位：人、％） （単位：人）

職業訓練 就職

特別
支援
学校

専攻科

大学・
短大

各種
学校
（専門
学校
等）

高等
技術校

他
企業等

就労
継続
支援
Ａ型

就労
継続
支援
Ｂ型

就労
移行
支援

自立
訓練

（機能訓
練・生活
訓練）

生活
介護

その他
進
学

就
職

＊
福
サ

未
定

不
明

1 3 3 7 53 6 38 4 1 25 0 1 0 7

7 53 1 0 7

割合 4.7% 35.6% 0.7% 0.0% 4.7%

2 0 0 2 70 13 51 2 0 28 1 2 0 6

2 70 2 0 6

割合 1.1% 39.5% 1.1% 0.0% 3.4%

2 1 4 4 56 10 59 0 0 15 5 0 2 10

4 56 0 2 10

割合 2.4% 33.3% 0.0% 1.2% 6.0%4.2% 53.0%

＊福サ…障がい福祉サービス等　

Ｒ７

168

卒業時未定者
R8.3.31現在の移行予定

7 89

1 1 0 8 0

02 95

1.1% 53.7%

2R６

177

0 3 1

17 74

4.7% 49.7%

2R５

149

0 2 2

 ２    令和８年３月 特別支援学校高等部卒業者の進路状況について（令和8年3月31日現在）

年度
卒業
者数

進学 障がい福祉サービス等

障がい
児施設

入院 未定

卒業時未定者
R8.3.31現在の状況
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 報 告 第 ８ 号 

学 校 教 育 課 

特別支援教育課 

社 会 教 育 課 

令和８年度子供の読書活動優秀実践校・園・図書館・団体（個人） 

文部科学大臣表彰について 

１ 趣 旨 

読書活動の一層の推進を図り、国民の間に広く子供の読書活動についての

関心と理解を深めるために、子供が積極的に読書活動を行う意欲を高める活

動において特色ある優れた実践を行っている学校・園・図書館・団体（個

人）に対し、その実践をたたえ文部科学大臣が表彰する。 

２ 区 分 

⑴ 学校・園：小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校、高等学校及び

特別支援学校、幼稚園、認可保育所、認定こども園（全類型） 

⑵ 図 書 館：図書館法第２条に規定する公立、私立の図書館

⑶ 団体(個人)：団体又は個人

３ 被表彰団体 

⑴ 学校・園：益田市立西益田小学校（益田市）

浜田市立松原小学校（浜田市） 

島根県立松江清心養護学校 （松江市） 

⑵ 図 書 館：該当なし

⑶ 団 体：でんでんむしボランティア（出雲市）  

４ 主な活動内容等 

別紙のとおり 

５ 表彰式 

⑴ 日 時 等：令和８年４月23日（水） 13：00～17：00

「子どもの読書活動推進フォーラム」において実施 

⑵ 会 場：国立オリンピック記念青少年総合センター 

－〇の１－
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被表彰団体の主な取組状況等 

 団 体 名 主 な 活 動 内 容 

学 

校 

・ 

園 

益田市立西益田小学校 

（益田市） 

〇学級数 10学級 

〇児童数 124人 

・ 地域有志と子ども達が協働して、学校図書館を再生するプロジェクトに取り

組んでいる。子ども達の意見や希望を取り入れた「図書館リノベーション」が

行われ、子どもたちは自らの提案が実際の形になる喜びを経験し、学校図書館

がより身近な存在となった。また、友人を誘って訪れる姿も見られ、学校図書

館が子ども達にとっての居場所として活気を取り戻した。その後の継続した活

動により、地域の保育園児や住民も訪れる地域に開かれた空間となり、世代を

超えた交流が生まれて、「人と人、人と本がつながる図書館」として発展を続

けている。 

・ 学習単元に合わせて「調べ学習セット」を貸し出す市立図書館の機能を積極

的に活用して、並行読書等の読書活動を推進している。 

浜田市立松原小学校 

（浜田市） 

〇学級数 ８学級 

〇児童数 99人 

・ 令和４年度から浜田市学校図書館活用教育研究指定校、令和５年度から島根

県学校図書館活用教育研究事業の指定を受け、研究を推進した。学校図書館活

用教育に関する児童アンケートにおいて、「図書館利用は好きか」、「調べ学

習は好きか」に対する肯定的回答の割合が高く、３つの研究の視点を設定して

継続的に取り組んだ成果が表れた。研究の成果である図書館活用学習年間指導

計画一覧表や学び方指導体系表をもとに、今年度も図書館を活用した授業に積

極的に取り組んでおり、家読やボランティアによる活動も継続している。 

・ 学校図書館運営委員会が中心となって進める体制が整っており、司書教諭と

学校司書の連携、家庭・地域との連携により、読書活動を推進している。 

島根県立松江清心養護

学校 

（松江市） 

〇学級数 27学級 

〇児童生徒数 54人 

・ 在籍する児童生徒は単一障がいのある児童生徒、重度重複障がいのある児童

生徒と障がいの程度は幅広く、準ずる教育課程から自立活動を中心とした教育

課程と児童生徒の教育的ニーズに応じた学習に取り組んでいる。学校図書館で

は、様々な障がいの状態にある児童生徒が、自ら楽しめる参加型読書イベント

に力を入れており、読書活動が身近になるよう工夫されている。 

・ 中高等部を中心に、生徒主体の読み聞かせを校内外で行っている。読み聞か

せを行った生徒は、他者を意識した振る舞いにつながったり、書籍から語彙や

表現を学び、日常語彙が増えたりした事例もあり、その取組は校内で共有され、

生徒の実態に応じた読み聞かせ活動として引き継がれている。 

・ 学校図書館だけの取組にとどまらず、学校全体の教育活動の中で読書活動を

推進し、子どもの読書機会の充実につなげている。 

団 

体 

でんでんむしボランテ

ィア（出雲市） 

○発足 平成11年11月 

○会員数 ８人 

・ 子どもが生涯にわたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を形成するため、

出雲市が実施するブックスタート活動に参加するほか、図書館はもとより、子

育て支援センター（おやこなかよし教室）、幼稚園、小学校において、乳幼児

から小学校までの幅広い年齢の子どもたちを対象に読み聞かせ会などを積極的

に実施するなど、就学前からの読書活動に熱心に取り組んでいる。 

・ 子どもの読書への関心を高めるため、単に絵本の読み聞かせを行うだけでな

く、大型絵本、紙芝居、パネルシアター、エプロンシアターなどを取り入れる

など、多様な子どもたちが参加できるよう工夫しながら読み聞かせ会を実施し

ている。 

・ 発足から２５年の長きにわたり、上記に掲げる活動を組織横断的に実施して

おり、大社地域における子どもの読書活動のけん引役を果たしている。 

 （学級数及び児童生徒数は令和７年５月１日現在） 

別紙 

－〇の２－ 
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年度 学校
（令和６年度から「学校・園」）

図書館 団体（個人）

松江市立大庭小学校

斐川町立西野小学校

江津市立青陵中学校

安来市立井尻小学校

出雲市立窪田小学校

川本町立川本西小学校

東出雲町立東出雲中学校

飯南町立赤来中学校

東出雲町立揖屋小学校

雲南市立加茂小学校

海士町立海士小学校

出雲市立久多美小学校

大田市立久手小学校

隠岐の島町立有木小学校

松江市立宍道小学校

斐川町立荘原小学校

大田市立五十猛小学校

邑南町立石見中学校

海士町立福井小学校

浜田市立原井小学校

隠岐の島町立西郷小学校

松江市立乃木小学校

大田市立北三瓶小学校

大田市立高山小学校

浜田市立三階小学校

松江市立意東小学校

雲南市立佐世小学校

大田市立第二中学校

松江市立法吉小学校

浜田市立弥栄中学校

吉賀町立六日市小学校

安来市立十神小学校

大田市立仁摩小学校

益田市立高津小学校

安来市立社日小学校

大田市立大田小学校

奥出雲町立布勢小学校

松江市立竹矢小学校

江津市立渡津小学校

松江市立島根小学校

隠岐の島町立中条小学校

松江工業高等学校

江津市立郷田小学校

安来市立第一中学校

雲南市立掛合小学校

安来市立安来幼稚園

浜田市立岡見小学校

島根県立松江緑が丘養護学校

社会福祉法人川本福祉会　川本保育所

大田市立川合小学校

松江市立第二中学校

島根県立益田養護学校

R7 松江市立中央図書館 スウィートポテトの会（大田市）

R6 雲南市立大東図書館
読み聞かせサポーター「きらりんこ」

（出雲市）

R5 隠岐の島町立隠岐の島町図書館 おはなしレストラン（県立大学）

H31 島根県立図書館
こぐまちゃんくらぶボランティア
（雲南市）

R4 西ノ島町コミュニティ図書館 おはなしバウム（松江市）

H29

H28

H30 浜田市立中央図書館 つくしんぼの会（大田市）

雲南市立加茂図書館 チェルシー（海士町）

安来市立図書館 河野美智子氏（個人・浜田市）

益田市立図書館 ちいさなろうそくの会（邑南町）

出雲市立出雲中央図書館
読書ボランティアさくらんぼ
（出雲市）

大東町子ども読書会(雲南市)かわもと図書館H18

松江市立図書館

大田市立大田市中央図書館

邑南町立図書館石見分館

出雲市立ひかわ図書館

H19 （該当なし）

出雲市立平田図書館

H20

H21

H22

掛合町子ども読書連絡協議会
（雲南市）

おはなしさんぽ（出雲市）

H23

H24

H25 海士町中央図書館

－ 〇の３－

過去の被表彰団体等 （平成18年度以降）

R2 （該当なし） おはなしのんの（安来市）

R3 （該当なし）
読み聞かせグループ　ダンボの会

（大田市）

H26

H27

読書ボランティアグループ
ルピナス（川本町）

桜江町読書普及協議会子ども読書推進部
(江津市)

おはなしの部屋(隠岐の島町)

伯太町子ども読書クラブ
（安来市）

なかよしおはなし会（斐川町）
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報 告 第 ９ 号 

文 化 財 課 

文化財（登録有形文化財）の登録について

３月26日（木）に開催された国の文化審議会において、県内に所在する建造物１件を登録有

形文化財（建造物）へ登録するよう文部科学大臣に答申された。 

１ 有形文化財（建造物）の概要 

⑴ 名 称  福寿苑店舗 

⑵ 員 数  １棟 

⑶ 所在地  島根県松江市天神町142番地 他 

⑷ 建築面積 113㎡

⑸ 建築年代 昭和26年（1951）/平成前期改修

⑹ 所有者 株式会社福村嘉十郎商店 

⑺ 特 徴 ・天神町の四ツ角に位置する旧呉服問屋の店舗でアールデコ風の端正な外観

・交差点の顔をつくり、昭和24年大火後の耐火建築としても貴重

外 観 内  観 

写真提供：松江市 

２ 評価 

登録基準⑴の「国土の歴史的景観に寄与しているもの」として評価された。 

３ 登録の件数 

答申された建造物が登録された後、県内の登録有形文化財（建造物）の登録件数は、213件

となる。 

25



【参考】登録有形文化財について 

１ 登録対象 

重要文化財（国指定文化財）及び地方公共団体指定の文化財以外の有形文化財のうち、

文化財としての価値が高く、保存・活用のための措置が特に必要とされるもの 

２ 登録基準 

建設後50年を経過し、かつ、次のいずれかに該当するもの 

⑴ 国土の歴史的景観に寄与しているもの

国土を形成する地方独自の歴史的景観を認識する上で特に必要な存在となっているも

のをいう。 

例えば、絵画、写真、映画、文学、歌謡等にその存在が引用されているもの、地名の

由来となるなど土地の理解と密接な関係を有するもの、特別な愛称等があるものなど、

当該地方において広く親しまれているもの。 

⑵ 造形の規範となっているもの

【略】 

⑶ 再現することが容易でないもの

【略】 

別紙 
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